
貨

物

労

組

に

所

属

し

て

い

た

青

年

2

名

を

国

労

貨

物

分

会

に

迎

え

入

れ

ま

し

た

。

分

会

と

し

て

本

格

的

な

拡

大

に

取

り

組

ん

で

か

ら

約

４

年

で

３

名

で

す

。

し

か

し

、

拡

大

へ

の

道

の

り

は

簡

単

な

こ

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

当

初

は

、

「

ど

の

よ

う

に

会

話

の

き

っ

か

け

を

作

る

か

」

「

ど

の

よ

う

に

し

た

ら

話

を

聞

い

て

も

ら

え

る

の

か

」

「

何

故

貨

物

労

組

に

入

っ

た

の

か

」

「

国

労

に

誘

う

に

は

ど

う

す

れ

ば

良

い

か

」

「

国

労

に

入

っ

た

ら

差

別

さ

れ

な

い

か

」

な

ど

、

い

ざ

取

り

組

も

う

と

す

る

と

疑

問

符

ば

か

り

が

先

走

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

分

会

と

し

て

話

し

合

っ

た

結

果

、

組

織

拡

大

に

は

「

計

画

も

作

戦

も

無

い

」

と

い

う

こ

と

で

す

。

た

だ

言

え

る

こ

と

は

、

タ

ー

ゲ

ッ

ト

は

他

労

組

に

所

属

し

て

い

る

全

員

で

す

。

躊

躇

し

て

い

る

時

間

は

あ

り

ま

せ

ん

。

機

会

が

あ

る

た

び

に

「

今

い

る

組

合

で

は

、

将

来

は

な

い

」

「

未

来

の

こ

と

ま

で

考

え

て

交

渉

し

て

い

る

組

合

は

国

労

し

か

な

い

」

「

国

労

に

こ

な

い

か

」

を

は

っ

き

り

と

言

う

こ

と

で

す

。

相

手

に

し

っ

か

り

と

聞

こ

え

る

声

を

あ

げ

な

い

と

伝

わ

り

ま

せ

ん

。

こ

の

事

を

分

会

に

い

る

全

員

が

把

握

し

、

行

動

す

る

こ

と

で

拡

大

に

結

び

付

け

る

こ

と

が

出

来

た

と

思

い

ま

す

。

貨

物

分

会

は

、

今

後

も

組

織

拡

大

し

、

労

働

条

件

の

改

善

を

目

指

し

ま

す

。

２０１３年１月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３３４（１）
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12

月

25

日

に

静

岡

地

本

・

東

部

支

部

で

、

工

藤

拓

真

さ

ん

（

19

才

）

、

大

原

直

人

さ

ん

（

19

才

）

の

２

名

が

、

１

月

７

日

に

は

、

名

古

屋

地

本

・

多

治

見

分

会

で

安

藤

孝

平

さ

ん

（

62

才

）

１

名

が

国

労

加

入

し

ま

し

た

。

今

回

の

加

入

を

教

訓

に

組

織

拡

大

の

取

組

み

を

強

化

し

、

さ

ら

に

拡

大

を

進

め

よ

う

。

工藤さんと鈴木議長（右）

１

月

２

日

、

安

藤

孝

平

さ

ん

か

ら

「

国

労

に

入

り

た

い

の

で

手

続

き

を

お

願

い

し

ま

す

」

と

、

同

じ

職

場

で

働

く

分

会

長

の

と

こ

ろ

に

連

絡

が

あ

り

ま

し

た

。

こ

の

間

、

ユ

ニ

オ

ン

に

対

す

る

不

満

を

さ

ま

ざ

ま

話

さ

れ

る

安

藤

さ

ん

に

、

駅

の

仲

間

た

ち

は

「

そ

ん

な

組

合

な

ん

か

出

ち

ゃ

っ

て

国

労

に

入

っ

た

ら

」

と

冗

談

交

じ

り

で

話

し

た

こ

と

は

何

度

か

あ

り

ま

し

た

が

、

い

ざ

行

動

に

移

す

こ

と

は

で

き

ま

し

ん

で

し

た

。

戸

惑

っ

て

い

る

私

た

ち

に

「

専

任

社

員

は

国

労

に

入

れ

な

い

の

か

」

と

確

認

さ

れ

、

「

い

い

え

、

喜

ん

で

」

と

答

え

１

月

４

日

に

加

入

届

を

書

い

て

頂

き

ま

し

た

。

安

藤

さ

ん

が

国

労

加

入

を

決

意

し

た

の

は

、

「

組

合

か

ら

の

情

報

が

全

く

入

っ

て

こ

な

い

」

「

ユ

ニ

オ

ン

は

現

場

の

声

に

耳

を

貸

さ

な

い

」

「

国

労

の

仲

間

は

仕

事

を

助

け

て

く

れ

る

」

と

い

う

３

点

で

す

。

以

前

、

厳

し

い

職

場

の

労

務

管

理

を

何

と

か

し

て

ほ

し

い

と

ユ

ニ

オ

ン

役

員

に

訴

え

た

と

こ

ろ

、

「

う

ち

（

ユ

ニ

オ

ン

）

は

労

使

協

調

の

組

合

で

す

か

ら

」

と

、

ま

っ

た

く

聞

く

耳

を

持

た

な

い

状

況

に

憤

慨

さ

れ

て

い

ま

す

。

職

場

に

あ

る

ユ

ニ

オ

ン

の

掲

示

板

に

は

、

長

い

間

、

組

合

ニ

ュ

ー

ス

な

ど

掲

示

物

が

貼

ら

れ

て

い

ま

せ

ん

。安

藤

さ

ん

は

、

国

労

の

仲

間

は

、

機

関

紙

や

交

渉

情

報

な

ど

で

得

た

さ

ま

ざ

ま

な

情

報

を

も

と

に

、

「

こ

れ

か

ら

ど

う

な

る

、

ど

う

し

た

ら

い

い

」

と

い

っ

た

こ

と

を

組

合

所

属

に

関

係

な

く

職

場

の

中

で

話

し

て

き

ま

し

た

。

こ

う

し

た

私

た

ち

の

姿

勢

を

ず

っ

と

見

続

け

て

く

れ

て

い

た

こ

と

が

、

加

入

の

き

っ

け

か

に

な

り

ま

し

た

。

今

後

も

地

道

な

活

動

を

続

け

る

と

と

も

に

、

行

動

に

移

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

組組組組

合合合合

らららら

しししし

いいいい

活活活活

動動動動

にににに

共共共共

感感感感

多多多多

治治治治

見見見見

分分分分

会会会会

大原さんと鈴木議長

青青青青

年年年年

2222

名名名名

がががが

加加加加

入入入入

貨貨貨貨

物物物物

分分分分

会会会会



「「「「 が んが んが んが ん 」」」」 のののの 保 障保 障保 障保 障 　　　　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に

１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付

金金金金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き

１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料

払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介

（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞

ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間

を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

藤

田

講

師

は

、

「

労

働

者

の

状

態

が

異

常

な

状

況

に

あ

り

、

労

働

者

が

そ

こ

に

置

か

れ

て

い

る

こ

と

を

き

ち

ん

と

認

識

す

る

必

要

が

あ

る

」

と

し

講

演

に

入

り

ま

し

た

。

講

演

で

は

ま

ず

、

全

産

業

の

労

働

生

産

性

は

、

１

９

８

０

年

を

１

０

０

と

し

た

場

合

、

２

０

１

０

年

ま

で

に

生

産

性

は

２

倍

以

上

、

し

か

し

、

賃

金

は

１

・

３

倍

と

い

う

労

働

者

へ

の

分

配

が

歪

ん

で

い

る

と

し

、

「

２

０

０

０

年

前

後

か

ら

の

異

常

な

リ

ス

ト

ラ

状

態

の

出

発

点

は

、

国

鉄

分

割

民

営

化

で

あ

り

、

リ

ス

ト

ラ

の

自

由

と

労

働

者

の

抵

抗

力

を

無

く

す

も

の

で

あ

っ

た

こ

と

は

労

働

問

題

研

究

者

の

共

通

認

識

で

あ

る

。

リ

ス

ト

ラ

を

一

民

間

企

業

が

行

っ

て

い

る

の

で

な

く

、

地

方

も

政

府

も

企

業

も

一

体

と

な

っ

た

リ

ス

ト

ラ

推

進

体

制

が

で

き

て

い

る

。

今

、

日

本

で

は

、

『

解

雇

自

由

』

的

な

雰

囲

気

が

醸

成

さ

れ

て

い

る

」

と

強

調

し

ま

し

た

。

さ

ら

に

格

差

と

貧

困

の

異

常

な

広

が

り

と

し

て

、

非

正

規

低

賃

金

労

働

者

（

ワ

ー

キ

ン

グ

プ

ア

）

が

増

加

し

て

失

業

者

が

増

え

た

こ

と

で

正

規

労

働

者

の

賃

金

を

低

下

さ

せ

、

非

正

規

低

賃

金

労

働

者

が

増

加

し

正

規

労

働

者

と

同

じ

仕

事

を

す

る

こ

と

で

、

正

規

労

働

者

へ

の

リ

ス

ト

ラ

と

労

働

強

化

が

増

え

た

。

こ

の

二

つ

が

繰

り

返

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

「

異

常

な

状

態

の

悪

循

環

」

で

あ

り

、

こ

の

こ

と

は

１

９

９

８

年

以

降

、

労

働

基

準

法

と

派

遣

法

の

改

悪

が

政

府

と

企

業

一

体

で

行

わ

れ

、

ワ

ー

キ

ン

グ

プ

ア

の

増

加

に

拍

車

を

か

け

た

こ

と

を

説

明

。

「

異

常

な

分

配

の

歪

み

と

リ

ス

ト

ラ

が

横

行

し

て

格

差

と

貧

困

が

広

が

り

、

日

本

の

経

済

成

長

が

低

下

し

、

需

要

が

減

少

し

て

き

た

」

と

述

べ

、

「

未

組

織

労

働

者

の

賃

金

が

上

が

ら

な

い

の

は

、

１

９

９

７

年

か

ら

の

賃

金

抑

制

基

調

の

責

任

の

一

端

が

労

働

組

合

に

も

あ

る

。

労

使

一

体

で

賃

上

げ

を

自

粛

す

る

大

企

業

労

組

に

よ

り

賃

上

げ

が

抑

え

ら

れ

て

き

て

い

る

」

と

労

働

組

合

の

問

題

に

言

及

し

ま

し

た

。

そ

こ

で

13

春

闘

の

課

題

と

し

て

２

点

を

掲

げ

ま

し

た

。

「

最

低

賃

金

引

き

上

げ

を

含

め

た

賃

金

要

求

で

異

常

な

分

配

を

た

だ

す

闘

い

」

と

「

労

働

者

が

安

心

し

て

暮

ら

す

た

め

の

社

会

保

障

も

含

め

た

政

策

制

度

要

求

」

で

す

。

「

最

低

賃

金

の

引

き

上

げ

が

労

働

者

全

体

に

波

及

す

る

と

い

う

こ

と

を

組

織

さ

れ

た

労

働

者

が

自

覚

し

て

職

場

で

闘

う

こ

と

と

同

時

に

、

政

策

制

度

要

求

を

す

る

こ

と

が

極

め

て

重

要

」

と

最

後

に

私

た

ち

を

激

励

し

て

講

演

を

終

え

ま

し

た

。

２０１３年１月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３３４（２）

国労東海本部ホームページ http://www.kokurotokai.com/

東

海

本

部

は

、

『

13

春

闘

勝

利

』

を

目

指

し

、

昨

年

12

月

11

日

、

桜

美

林

大

学

の

藤

田

実

教

授

を

招

き

「

13

春

闘

と

賃

金

闘

争

の

課

題

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

を

受

け

ま

し

た

。

（

文

責

＝

編

集

部

）

旗

開

き

は

、

北

山

副

委

員

長

の

司

会

で

進

行

し

、

渡

邉

委

員

長

の

年

頭

の

挨

拶

、

交

運

共

済

東

海

事

業

本

部

の

今

村

本

部

長

、

退

職

者

の

会

・

名

古

屋

地

連

の

竹

原

会

長

の

挨

拶

な

ど

を

受

け

ま

し

た

。

乾

杯

は

、

年

末

に

２

名

国

労

加

入

を

果

た

し

た

東

海

貨

物

協

議

会

の

鈴

木

議

長

が

行

い

、

今

年

の

組

織

拡

大

へ

の

意

気

込

み

を

示

す

旗

開

き

と

な

り

ま

し

た

。

渡

邉

委

員

長

は

、

「

昨

年

は

12

の

政

党

が

乱

立

す

る

中

で

解

散

総

選

挙

が

行

わ

れ

、

政

治

状

況

は

自

主

憲

法

制

定

や

国

防

軍

な

ど

恐

ろ

し

い

ほ

ど

右

に

傾

い

て

い

る

政

治

状

況

で

あ

り

、

こ

れ

か

ら

の

政

策

は

新

自

由

主

義

に

向

か

う

も

の

と

思

わ

れ

ま

す

。

し

か

し

、

そ

う

悲

観

す

る

も

の

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

相

手

の

状

況

も

決

し

て

磐

石

な

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

今

夏

の

参

議

院

選

挙

ま

で

が

重

要

な

時

期

に

な

る

と

思

い

ま

す

。

一

方

我

々

は

、

組

織

の

拡

大

と

い

う

新

た

な

道

を

歩

み

だ

し

ま

す

が

、

千

里

の

道

も

一

歩

か

ら

と

い

う

こ

と

で

正

し

い

道

を

一

歩

で

も

二

歩

で

も

前

に

進

め

た

い

」

と

挨

拶

し

ま

し

た

。

東

海

本

部

は

１

月

９

日

、

名

古

屋

で

旗

開

き

を

開

催

し

、

労

働

条

件

の

改

善

、

13

春

闘

勝

利

、

組

織

拡

大

を

目

指

そ

う

と

新

年

の

決

意

を

固

め

合

い

ま

し

た

。

組組組組

織織織織

労労労労

働働働働

者者者者

のののの

「「「「

力力力力

」」」」

がががが

極極極極

めめめめ

てててて

重重重重

要要要要

異異異異

常常常常

なななな

分分分分

配配配配

のののの

歪歪歪歪

みみみみ

11113333

春春春春

闘闘闘闘

・・・・

賃賃賃賃

金金金金

討討討討

論論論論

集集集集

会会会会

「「「「

講講講講

演演演演

」」」」

格格格格

差差差差

とととと

貧貧貧貧

困困困困

のののの

異異異異

常常常常

なななな

広広広広

がががが

りりりり

組組組組

織織織織

拡拡拡拡

大大大大

のののの

道道道道

をををを

一一一一

歩歩歩歩

でででで

もももも

二二二二

歩歩歩歩

でででで

もももも

前前前前

にににに

11113333

春春春春

闘闘闘闘

のののの

課課課課

題題題題

はははは

二二二二

つつつつ

組組組組

織織織織

拡拡拡拡

大大大大

へへへへ

！！！！

東東東東

海海海海

本本本本

部部部部

旗旗旗旗

開開開開

きききき

年初のあいさつをする渡邉委員長


